
RTTY 設定編 

 

昨今 FT8 が台頭してきたが、ピロピロ（テレタイプ）もやってみたい。 

JH6QIL さんが RTTY を勧めていらっしゃるので、これを機会にご教授いただきました。 

きっかけになったのは 

★CQ Worldwide DX Contest, RTTY  

RTTY  

2021/09/25 09:00-2021/09/27 09:00  

1 point per QSO with same country 

2 points per QSO with same continent 

3 points per QSO with different continent"  

： 

https://www.cqwwrtty.com/ 

 

本気で参加する予定です。 

たくさん QSO できたらしい。とても楽しそうだ。 

 

動作原理 

１．TTY(Tele Type)：遠隔地に情報を送る手段として作られた 

キーをたたくと文字コードに変換、パラレルをシリアルに変換し変調して遠隔地に伝送。 

目的地で復調してシリアルをパラレル（文字コード）に変換し、タイプが文字を打つ。 

この際、伝送路を通すにはデジタル信号のままでは減衰してしまうため、増幅が可能な音声帯域に変調す

る。 

２．RTTY(Radio Tele Type) 

上記の伝送路に無線を使用するのが RTTY。 

音声帯域に変調された TTY 信号を無線機で SSB 変調をかけて高周波に信号を乗せる。 

 受信機はこの信号を SSB 信号として復調して音声帯域とし、変調信号→デジタル信号（シリアル信号）

→パラレル（文字コード）と変換、これをタイプして文字とする。 

３．パソコンの機能 

開発された当初、これらはすべて回路で実現していたが、現在ではパソコンで以下の処理を担うようにな

っている。 

(ア) 送信部：文字打鍵→文字コード→シリアル変換→音声帯域への変調→USB で送信機へ転送 

(イ) 受信部：USB で受信機から受信→音声帯域からの復調→パラレル変換→文字コード→文字表示 

 

※設定に必要なもの 

最近の送信機ならば USB 接続で事足りるので、それ以外のインターフェース回路は不要。 

1. CTESTWIN のインストール 

2. EXTFSK.DLL のインストール 

3. MMTTY ほかソフトの各種設定 

4. 無線機の設定（USB 接続含む） 

  

https://www.cqwwrtty.com/


準備編 

1. MMTTY のインストール 

CTESTWIN をインストールすると、同時にインストールされる。 

2. 起動 

赤丸のマークをクリックしたら MMTTY が起動します。CTESTWIN の HELP の MMTTY 参照 

 

3. MMTTY の画面 

(1) 表示－XY Scope  

 

 

(2) オプション－設定－Demodulator(復調器) 

 

Mark:自動で変わっているようだ。特に設定項目なし。  

  



① RTTY の諸元 

 

通信速度   ：45.45baudを用いる。 

副搬送波周波数：IC-7300,IC-705は初期値 2125Hz 

周波数偏移幅 ：±85Hz→170Hz 

(3) AFC/ATC/PLL 

 

(4) デコード ～標準が 5bit 長なんですね。歴史を感じます。 

 

方式 AFSK/FSK

通信速度 45～110ボー

副搬送波周波数 500Hz～2,210Hz

周波数偏移幅 ±85Hz

符号構成 BAUDOT

電波型式 F1B,F2B

RTTY



(5) 送信 Port を EXTFSK にします。 

 

(6) その他：送信ポートを COM-TxD(FSK) 

 

① 「USB Port」 

 



(7) 接続している Rig の USB AUDIO CODEC を選択して、OK 

 

① こんな表示が出るはずですが… 

 →  

② エラーになってしまいました。DLL プログラムのダウンロードが必要です。 

次ページ参照 

  



4. EXTFSK.DLL のインストール 

 

(1) ホームページからダウンロード、最新の extfsk106.zip を展開して EXTFSK.DLL をコピーし、

MMTTY は CTESTWIN のフォルダに入っていましたので、EXTFSK.DLL もここに入れます。 

(2) 再度設定画面で OK を押すと EXTFSK のウィンドウが出てきました。 

リグに接続されている COM ポートを選択すれば Status:OK になります。 

IC-7300 では VSPE を使用しますので仮想 COM ポートを指定します。ここでは COM13 を選択。 

FSK/PTT の output もここで指定します。（リグの設定と合致する必要があります。） 

 →  

  



5. MMTTY と連携するための CTESTWIN 側のコンソール 

 

(1) 設定 

送信文を設定しておくと、ほぼマウスクリックだけで操作できるそうです。 

制御コード＄は、HELP に記載があります。 

 

2021-10-30 JH6JRN 


